
29（月）我が神、我が神、どうして？ 

 

「わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てにな

ったのですか」（マルコ１５：３４） 

 

 イエスさま、あなたの十字架での苦しみがどれほ

どであったのか、想像もできません。 

同じように、あなたが私のために担われた罪がど

れほど大きなものであったのか、十分に分かってい

ません。 

せめて、受難週、あなたの十字架の苦しみを想像

し、あなたに背負っていただいた私の罪がどれほど

複雑で、根深いものであったのかを理解することが

できますように助けてください。 

ですが、十字架を見上げて、一番実感したいのは、

あなたの愛です。この十字架の御苦しみが「私のた

めであった」ことを悟らせてください。御苦しみを

想像し、自分の罪の大きさを想像できるのなら、そ

れ以上に、あなたの愛の大きさを、その広さ、長さ、

深さの幾ばくかを知ることができますように、私を

あわれんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30（火）父よ、彼らをおゆるしください 

「父よ。彼らをおゆるしください。彼らは、何をし

ているのか自分でわからないのです」（ルカ２３：

３４） 

 

 主よ、私は何をしているのでしょう。賢いと思っ

ていても、とんでもなく愚かです。健康に気遣って

いても、ひどい病気にやられます。明るく生活して

いたのが、一変して心配事に支配されます。あなた

を信じて従っているようで、どこか「苦しい時の神

頼み」にしか過ぎない自分を情けなく思います。 

 でも、それ以上に、不用意に人を傷つけ、知らず

知らずにいい加減になり、不注意な自分が周囲に迷

惑をかけてしまいます。 

 だとしたら、聖なる神の御前にどれほど罪深いこ

とか。 

 そんな私が、信仰者となることができたのは、ま

た信仰者であり続けることができるのは、ひとえに

あなたの祈りの故です。 

 私のために祈ってくださり、ありがとうございま

す。私を赦しくださり、今日も私を受け止めてくだ

さり、感謝します。 

 どうか、あなたの愛の大きさを心に刻むことで、

あなたの愛に応える者とさせてください。応える道

を教えてください。応える力を与えてください。 

 

31（水）まことにあなたに告げます  

「まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、

わたしと共にパラダイスにいます」（ルカ２３：４

３） 

 

 イエスさま、あなたはゴルゴダの丘で隣に磔にな

っていた男を祝福されました。 

あなたを前にして、一瞬にして自分の罪深さを悟

った男を。あなたに必死にすがって祈った男を。「イ

エスさま。あなたの御国の位におつきになるとき

は、私を思い出してください」。 

私は、今日同じ言葉をもってあなたに祈ります。 

私のことを覚えていてください。悩みの中にある私

を。気力を失ってしまう私を。前向きになれず、さ

まざまな恐れと不安に捕らわれてしまう私を。 

 コロナの中で孤独な私を。病んでいる私を。これ

から待ち受けている試練におびえる私を。 

 いや、主よ、私だけでなく、私の家族を覚えてい

てください。新しい環境に飛び込んでいく子どもた

ちを。あなたの救いに無頓着である家族をも覚えて

ください。 

 私はあなたにすがります。この犯罪人の祈りに応

えられたあなたは、わたしの祈りに応えてくださる

ことを信じて祈っています。 

 あなたが覚えてくださるなら、私と私の家族は、

憐れみ深い御手に握られていることを信じていま

す。 

 

1（木）わたしは渇く 

「この後、イエスは……『わたしは渇く』と言わ

れた」（ヨハネ１９：２８） 

 主よ、あなたがそのようにおっしゃったことに

心をとめます。喉が渇く、口が渇く、いやそれ以

上のことであることを。病気の人が水を取ること

ができずに、唇が割れるほどになっているのに、

似ているでしょうか。体中の痛みが叫び声を上げ

ているのでしょうか。 



 イエスさま、あなたは身体が引き裂かれる痛み

を、心が張り裂ける様子を、「わたしは渇く」と

おっしゃいました。神の子が人となられたことが

よくわかりました。 

 新年度の忙しさとプレッシャーで悲鳴をあげる

身体の弱さも、悩みや心配事で折れてしまいそう

になる心の弱さも、疲れで乾ききった心も、あな

たは知っておられるのです。「弱さに同情できな

い方ではありません」と聖書の御言葉にありま

す。あなたは、弱くて疲れやすい私の身体のこと

も心のことも知っておられます。渇きを知ってお

られるあなたですから、私たちの身体のことも心

のことも気を遣ってくださいます。 

私たちに語りかけてください。「無理をする

な。よく休み、よく寝て、しっかり食べよ」と。

自分をいたわることを教えてください。 

 

2（金）完了した   

「イエスは酸いぶどう酒を受けられると、『完了し

た』と言われた」（ヨハネ１９：３０） 

 

 イエスさま、私はあなたの言葉を不思議に思いま

す。手足も動かずに、はりつけになって身動きでき

なかったあなたが、十字架の上で、地上生涯の最大

の働きをなさっていたとは！ 私たちの罪を担い、

罪に対する裁きを受けてくださり、神のもとへと連

れ上るために、贖いの御業を完成へと導いておられ

たとは！ 

 あなたの公生涯でなされたいかなる奇跡にまさ

って、いかなる教えにまさって、この苦しみを、あ

なたは忍耐をもって受け取り、父なる神への従順を

全うされました。 

 主よ、私たちにもそのような日があります。今日

一日で何をなしえたか？ 何もできませんでした。   

気づかせてください。何をなしえたか以上に、今

日も父なる神に従順であっただろうか？と問う思

いを与えてください。焦らず、いらだつことをせず、

柔和に謙遜に生きることができますようにしてく

ださい。 

 

3（土）わが霊を御手にゆだねます 

「イエスは大声で叫んで言われた。『父よ。わが霊

を御手にゆだねます』」（ルカ２３：４６） 

 

 イエスさま、あなたのこの祈りを私たちは毎晩祈

っています。暗闇の中で、何が起こったとしても、

あなたの御手にすべてをゆだねることができるよ

うに。 

主よ、あなたの御手にゆだねることが、私たちに

とって究極の平安であると心から信じています。 

また、あなたの御手にゆだねる以外、どうしよう

もないことばかりです。私の全存在を、あなたにゆ

だねてることを教えてください。あなたの祈りの言

葉を不安や恐れや苦しみの中で繰り返します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みことばとともに歩む  

受 難 週 

 

2021 

3 月 29 日（月）～4月 3日（土） 

       

 


